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「新型コロナウィルス流行下での教育・研究の継続方法に関する報告会」2020.4.10



3つのキャンパス
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東京スカイツリータウン®キャンパス 
半蔵門線・都営浅草線／押上駅直結

津田沼キャンパス 
学部 3・4 年次/大学院 

JR総武線／津田沼駅徒歩1分

新習志野キャンパス 
学部 1・2 年次 

JR京葉線／新習志野駅徒歩6分

津田沼～新習志野キャンパス間は学バスで15分



本学のもつ教育インフラ
約20年前よりLMS（富士通社製CoursePower）導入 
2013年より全学生にApple社製iPadを貸与 
2014年より朝日ネット社製manaba導入（追加） 
2014年、サイバー大学との単位互換協定 
本学学生がサイバー大学のオンライン講義を受講可能に 
オンライン講義作成ツール（CC Producer）を導入し、
教員が自分でオンライン講義を作成可能に 

2018年、オンライン授業の制度化 
対面授業を基本としつつもオンライン講義（オンデマンド
配信）を取り入れることを可能に 

2019年、シスコシステムズ社製Webexを導入 
津田沼校舎ー新習志野校舎での遠隔講義（リアルタイム配
信）の準備
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新型コロナウイルスへの対応
2月28日 
学位記授与式（3/22）の中止決定 
3月9日 
入学式（4/1）の中止決定 
3月26日 
授業開始日の5月4日への繰り下げ決定 
研究指導もインターネットを通じて 
4月3日 
オンライン講義へ向けた準備の周知 
オンライン講義のためのWebexミニ講習会（連日） 
4月6日 
授業開始日の5月18日への再繰り下げ決定 
教員への新型コロナウイルス対応のための授業運営ガイドライン
（暫定版）の周知
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検討中の課題
自宅にネット環境がない学生への対応は？ 
学内にパブリック受講スペースを確保し、そこで受講可
能にする（人数が少なければ感染対策をとりやすい） 

実験・実習・演習等の科目の取り扱いは？ 
オンライン化できない科目については、授業期間と成績
処理日程を別立てにすることを検討 

非常勤教員が担当する科目の取り扱いは？ 
授業期間の後ろ倒し、専任教員が一部を対応するなどし
て、学生の学修時間を確保できることを前提として給与
面の保証を検討
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ご清聴ありがとうございました


